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工事請負契約書第 25 条第 5項(単品スライド条項)の運用基準 

制  定 平成２０年７月 ７日青整企第 115 号 

一部改定 平成２０年８月 ８日青整企第 157 号 

一部改定 平成２０年９月１９日青整企第 191 号 

一部改定 平成２１年１月１４日青整企第 291 号 

一部改定 令和 ４年１月１２日青整企第 239 号 

一部改定 令和 ４年６月３０日青整企第 76 号 

 

 青森県県土整備部所管の公共工事において、特別な要因により工期内に主要な工事材料の国内価格

に著しい変動を生じ、受注者から請負代金額の変更請求があった場合については、「工事請負契約書第

25 条第 5項の運用について（平成 20 年 7 月 3日付け青整企第 109 号通知）」及び「工事請負契約書第

25 条第 5 項の運用の拡充について（平成 20 年 9 月 18 日付け青整企第 189 号通知）」により適正に処

理するものとするが、「工事請負契約書第 25 条第 5項（以下、「単品スライド条項」という。）」に基づ

く、請負代金の変更額算定のための積算上の取扱い等について定めたので、当面これによるものとす

る。 

 また、この定めにない事項については、「工事請負契約書第 25 条第 5 項(単品スライド条項)運用マ

ニュアル(暫定版)（平成 20 年 7 月 16 日付け国土交通省制定）」、「アスファルト類における単品スライ

ドへの対応について（平成 20 年 11 月 20 日付け事務連絡）」及び「資材単価の急激な変動に伴う請負

代金額の変更等について（令和 4年 6月 24 日付け事務連絡）」によるものとする。 

 

１ 適用対象工事等 

 (1) 単品スライド条項に規定する「主要な工事材料」は、「鋼材類」「燃料油」「その他の材料」に分

類される各材料、及び「請負代金額に大きな影響を及ぼすもの」とする。「主要な工事材料」は別

紙のとおりとする。 

 

(2) 本基準の施行日（平成 20 年 7 月 7日）以降に継続して施工する工事、又は新規に発注される工

事で、使用した「鋼材類」、「燃料油」及び「その他の材料」の各品目ごとに、次式により算定し

た当該工事に係る変動額が、請負代金額の 100 分の 1 を超える場合に適用する。 

   鋼材類の変動額 鋼  ＝ Ｍ’
鋼 － Ｍ 鋼 

   燃料油の変動額 油  ＝ Ｍ’
油 － Ｍ 油 

その他の材料の変動額 他  ＝ Ｍ’
他 － Ｍ 他 

Ｍ 鋼 or 油 or 他 ＝（ｐ１×Ｄ１＋ｐ２×Ｄ２＋…………＋ｐｍ×Ｄｍ）×ｋ×110／100 

        Ｍ’
鋼 or 油 or 他 ＝（ｐ’

1×Ｄ１＋ｐ’
２×Ｄ２＋…………＋ｐ’

ｍ×Ｄｍ）×ｋ×110／100 

Ｍ 鋼 or 油 or 他：価格変動前の鋼材類、燃料油、又はその他の材料の金額 

    Ｍ’
鋼 or 油 or 他：価格変動後の鋼材類、燃料油、又はその他の材料の金額 

ｐ ：設計時点における鋼材類又は燃料油に該当する各材料の単価 

ｐ’ ：価格変動後における鋼材類又は燃料油に該当する各材料の単価 

Ｄ ：鋼材類又は燃料油に該当する各材料の単品スライド額の算定の対象とする

数量 

ｋ ：落札率（当初請負代金額を当初設計金額で除して得た値） 

 

注意：Ｍ’価格変動後の金額算出に実購入価格を用いる場合は、落札率 kは掛けないこと。 

       スライド額の算出について、主要な工事材料（別紙）「その他の材料」の対象品目毎に

算出すること 

 

 (3) 本基準の改定日（平成 20 年 9 月 19 日）以降に継続して施工する工事、又は新規に発注される

工事で、鋼材類・燃料油以外の材料についても、上記(2) 鋼材類・燃料油の変動額算定式に準じ

て得た各品目ごとの変動額が、請負代金額の 100 分の 1を超える場合に適用する。 
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   ただし、別紙の主要材料に該当しない材料及び品目の適用にあたっては、整備企画課と協議の

うえ、受発注者協議して定めるものとする。 

 

 (4) 本基準の施行（改定）日以降に施工する工事とは、当該年度発注工事は勿論のこと、前年度か

らの継続または繰越した工事も含むものとする。 

 

 (5) 残工事の工期（部分引渡しに係る工事部分の残工期も含む。）が、単品スライド条項に規定する

請負代金額の変更請求から 2ヶ月以上ある場合に限り、適用できるものとする。 

 

２ 請負代金額の定義 

 上記１(2) に規定する「請負代金額」は、次のとおりとする。 

(1) 前年度からの継続工事等であって、前年度に支払済額がある場合は、請負代金額から当該支払

の対象となった工事目的物に相応する請負代金相当額を控除した額とする。 

 

(2) 工事請負契約書第 37 条に規定する部分払をした工事については、請負代金額から当該部分払の

対象となった出来形部分並びに工事現場に搬入済みの工事材料及び製造工場等にある工場製品

（以下「出来形部分等」という。）に相応する請負代金相当額を控除した額とする。 

ただし、「８ 部分払時の取扱い」の規定により、出来形部分等についても単品スライド条項の

適用対象とすることができる旨を通知した場合は、この限りではない。 

 

(3) 工事請負契約書第 38 条に規定する部分引渡しを終えた工事については、請負代金額から当該部

分引渡しの対象となった引渡しを受けるべきことを指定した部分（以下「指定部分」という。）に

相応する請負代金相当額を控除した額とする。 

 

(4) 工事請負契約書第 25 条第 1 項から第 4 項（以下「全体スライド条項」という。）を適用して、

請負代金額を変更（契約）した工事については、当該全体スライド条項の適用により変更した後

の請負代金額とする。 

 ただし、全体スライド条項の適用に伴い、工事請負契約書第 25 条第 3項に規定する基準の日以

前の部分について、上記(2) の規定に基づく部分払をした工事については、当該基準の日以降の

変動後残工事代金額とする。 

 

(5) 上記(1)～(4)以外の場合は、当該工事全体の変動前の請負代金額とする。 

 

３ 単品スライド額の算定 

(1) 請負代金の変更額（以下「単品スライド額」という。）の算定は、上記１(2)及び(3)の規定によ

り対象となった鋼材類、燃料油、その他の材料、及び受発注者協議により決定した材料（以下「対

象材料」という。）について、次式により算出するものとする。 

 

  ＳＴ ＝（Ｍ’
鋼－Ｍ 鋼）＋（Ｍ’

油－Ｍ 油）＋（Ｍ’
他－Ｍ 他）－Ｐ×1／100 

Ｍ 鋼 or 油 or 他 ＝（ｐ１×Ｄ１＋ｐ２×Ｄ２＋…………＋ｐｍ×Ｄｍ）×ｋ×110／100 

   Ｍ’
鋼 or 油 or 他 ＝（ｐ’

1×Ｄ１＋ｐ’
２×Ｄ２＋…………＋ｐ’

ｍ×Ｄｍ）×ｋ×110／100 

    ＳＴ ：単品スライド額 

 Ｍ 鋼 or 油 or 他：価格変動前の鋼材類、燃料油、又はその他の材料の金額 

 Ｍ’
鋼 or 油 or 他：価格変動後の鋼材類、燃料油、又はその他の材料の金額 

ｐ ：設計時点における各対象材料(品名･規格別)の単価（設計単価） 

ｐ’ ：価格変動後の各対象材料(品名･規格別)の単価（実勢価格等） 

Ｄ ：各対象材料の単品スライドの対象とする数量 

ｋ ：落札率（当初請負代金額を当初設計金額で除して得た値） 

    Ｐ ：価格変動前の請負代金額（消費税相当額含む） 
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    注意：Ｍ’価格変動後の金額算出に実購入価格を用いる場合は、落札率 kは掛けないこと。 

       スライド額の算出について、主要な工事材料（別紙）「その他の材料」の対象品目毎に

算出すること。 

 

(2) 設計時点における各対象材料の単価（ｐ）は、当初設計時点単価とするが、本基準の適用開始

日以前に、設計変更（契約）を行っている場合は、変更設計時点に採用した単価とする。 

   また、請求日までに変更契約を行っていないが、工事増量（現地の取合等の都合による増量を

除く）等の先行指示されている対象材料について、その増量分については変更指示時点の単価と

する。 

 

 (3) 価格変動後の各対象材料の単価（ｐ’）は、「４ 価格変動後における単価の算定方法」の規定

により算定（決定）した単価とする。 

 

 (4) 各対象材料の単品スライドの対象とする数量（Ｄ）（以下「対象数量」という。）は、「５ 対象

数量の算出方法」の規定により算出（決定）した数量とする。 

 

(5) 価格変動前の請負代金額（Ｐ）は、上記２によるものとする。 

 

(6) 受注者が実際に購入した際の各対象材料の購入代金を合計した金額（Ｍ’対応額）が、上記(1)

～(5)の規定により算定した金額（Ｍ’）を下回る場合は、当該各対象材料の実際の購入代金を用

いて、上記(1)の算定式により単品スライド額を算定する。 

 

(7) 受注者が実際に購入した際の各対象材料の購入代金を合計した金額（Ｍ’対応額）が、上記(1)

～(5)の規定により算定した金額（Ｍ’）を上回る場合は、当該各対象材料の実際の購入代金を用

いて、上記(1)の算定式により単品スライド額を算定する。 

 

 (8) 前項の「受注者が実際に購入した際の各対象材料の購入代金」は、次のとおりとする。 

  1) 「６ 各対象材料の搬入等の月及び数量の確認方法」の規定により確認される各対象材料の

実際の購入数量が、「５ 対象数量の算出方法」に規定する対象数量以下である場合は、受注者

が実際に購入した際の購入数量・価格による代金額とする。 

 

  2) 「６ 各対象材料の搬入等の月及び数量の確認方法」の規定により確認される各対象材料の

実際の購入数量が、「５ 対象数量の算出方法」に規定する対象数量を上回る場合は、５で算出

した対象数量を受注者の実際の購入数量で除し、これに受注者が実際に購入した際の購入数

量・価格による代金額を乗じて得た金額とする。 

 

 (9) 単品スライド額の算定は、当該工事で使用した対象材料の単価について、その変動額のみの変

更を行うものであり、その他の建設資材の材料単価、労務単価、機械器具損料、共通仮設費、現

場管理費及び一般管理費等の変更を行うものではない。 

ただし、共通仮設費の率計上分に含まれる材料費や、積上げ計上されている材料費等について

は、変更の対象とすることができる。 

 

 (10) 適用対象工事に該当し、協議の結果、当該工事に係る変動額が、請負代金額の 100 分の１以上

の変動額となる場合は、100 分の１を超える額を単品スライド額とする。 

 

 

４ 価格変動後における単価の算定方法 

 (1) 単品スライド額の算定に用いる価格変動後の各対象材料の単価（ｐ’）の算定（決定）方法は、

次のとおりとする。 



4 

  1) 鋼材類 

  ① 各対象材料を現場に搬入した月の実勢価格とする。 

     ただし、対象材料を複数の月に現場に搬入した場合にあっては、各搬入月の実勢価格を搬

入月ごとの搬入数量で加重平均した価格とする。 

   ② 上記①の実勢価格は、対象材料が現場に搬入された月の物価資料の価格とする。 

     例えば、８月に現場搬入した鋼材の実勢価格は、物価資料９月号に掲載された価格を採用

する。 

 

  2) 燃料油 

   ① 各対象材料を購入した月の実勢価格とする。 

     ただし、対象材料を複数の月に購入した場合にあっては、各購入月の実勢価格を購入月ご

との購入数量で加重平均した価格とする。 

   ② 前項ただし書きのうち、受注者が当該対象材料の購入月と購入数量を確定できる証明書類

の提出が（故意によるほかの理由により）不可能な場合や、設計図書に明示されない又は計

上されない対象材料の数量（資材搬入等に伴う燃料油など）についても、対象数量に加える

ことを認めた場合にあっては、工期の始期が属する月の翌月から工期末が属する月の前々月

までの各月における実勢価格の平均価格とする。 

   ③ 上記①の実勢価格は、対象材料を購入した月の翌月の物価資料の価格とする。 

     例えば、８月に購入した燃料油の実勢価格は、物価資料９月号に掲載された価格を採用す

る。 

 

  3) その他の材料 

    鋼材類に準ずる。 

 

 (2) 上記(1) 1)～3)の各①に定める各対象材料の搬入又は購入（以下「搬入等」という。）の月及び

数量は、工事請負契約書第 13 条第 2項による工事材料の検査又は確認の際に把握された月及び数

量とするほか、「６ 各対象材料の搬入等の月及び数量の確認方法」の規定によるものとする。 

 

(3) 単品スライド額の算定に用いる各対象材料の各月の実勢価格は「青森県県土整備部設計単価決

定要領」５. 1)物価資料により単価を決定する場合に基づき、決定するものとする。 

   ※「青森県県土整備部設計単価決定要領」は、青森県庁ホームページに掲載 

     https://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/kendo/seibikikaku/sekkei-tanka.html 

 

 

５ 対象数量の算出方法 

(1) 単品スライド額の算定の対象とする数量（Ｄ）の算出（決定）方法は、次のとおりとする。 

  1) 鋼材類 

   ① 設計図書に記載された数量があるときは、当該数量とする。 

     また、発注者の設計数量の範囲内で、加工によるロス分を対象数量とすることができる。 

     ただし、このロス分を対象とする場合は、ロス分に係るスクラップ控除も併せて考慮する

こと。 

   ② 数量総括表に一式で計上されている仮設工等にあっては、発注者の設計数量とする。 

     なお、任意仮設について請求があった場合は、発注者が仮設として想定した鋼材類につい

て、その設計数量を対象数量とする。 

 

 

  2) 燃料油 

   ① 発注者の積算において、現場場内の建設機械や場外への運搬のためのダンプ等が稼働する

際に必要な燃料油等として計上されている設計数量を基本とする。 
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     なお、発注者の設計数量の範囲内であれば、受注者から書類による証明が（故意によるほ

かの理由により）なされなかった場合においても、対象数量とすることができる。 

② 数量総括表に一式で計上されている仮設工等にあっては、発注者の設計数量とする。 

③ 現着単価で設定されている各種資材の運搬のための燃料油であって、購入数量の妥当性が

客観的に確認できるものは、対象数量とすることができる。 

   ④ 共通仮設費（率及び積上げ）に含まれる建設機械等の運搬及び分解・組立に必要な燃料油

であって、購入数量の妥当性が客観的に確認できるものは、対象数量とすることができる。 

 

  3) その他の材料 

    鋼材類に準ずる。 

 

(2) 請負代金の部分払をした工事については、上記(1) に規定する数量から、部分払の対象となっ

た出来形部分等に係る数量を控除する。 

   ただし、「８ 部分払時の取扱い」の規定により、出来形部分等についても単品スライド条項の

適用対象とすることができるものとした場合は、この限りではない。 

 

(3) 工事目的物の部分引渡しを終えた工事については、上記(1) に規定する数量から、部分引渡し

の対象となった指定部分に係る数量を控除する。 

 

 

６ 各対象材料の搬入等の月及び数量の確認方法 

 (1) 「７ 請負代金額の変更手続」に規定する、受注者が各対象材料を実際に購入した際の数量及

び価格、購入先、当該対象材料の搬入等の月を証明する書類（以下「証明書類」という。）により

確認する。 

 

(2) 燃料油に該当する各対象材料については、当該対象材料の証明書類を提出し難い事情があると

認める場合においては、証明書類に代えて、受注者の作成する実績工程表、作業日報、工事写真、

及び毎月提出する履行報告書等により確認する。 

 

（3） 鋼橋上部工工事に係る使用材料については、受注者が実購入価格を示せない場合は、購入時期

を証明できれば、「購入した月の物価資料の単価」を用いて単品スライド額を算出することができ

る。 

 

 

７ 請負代金額の変更手続 

 (1) 受注者は「１ 適用対象工事等」に該当すると認めたときは、該当する対象材料について、購

入単価、購入数量等をもとに算出した「請負代金額変更請求額概算計算書（別紙－１）」または「請

負代金額変更請求額計算書（別紙－２）」を添えて、原則「工期末の 2 ヶ月前まで」に、工事請負

契約書第 25 条第 5項の規定に基づく請負代金額の変更を請求できるものとする。（様式－１） 

  1) 「請負代金額変更請求額概算計算書（別紙－１）」は、証明書類（資料）が未整備の場合や、

未購入の対象材料がある場合の添付様式である。 

  2) 「請負代金額変更請求額計算書（別紙－２）」は、証明書類（資料）が揃っている場合の添付

様式である。 

 

 (2) 受注者から単品スライド条項に基づく請負代金額の変更請求があったときは、発注者は工事請

負契約書第 25 条第 8項の規定に基づき、受注者の意見を聴いた上で、同項に規定する「協議開始

の日」を原則「工期末から 45 日前の日」と定め、これを請求があった日から 7日以内に受注者に

通知するものとする。（様式－２） 
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 (3) 受注者は、単品スライド条項に基づく請負代金額の変更請求をしたときは、各対象材料を実際

に購入した際の購入数量・価格、購入先、当該対象材料の搬入等の月を証明する書類を提出しな

ければならない。なお提出の方法等は、次のとおりとする。 

  1) 請負代金額の変更請求時において、「請負代金額変更請求額計算書（別紙－２）」に添付して

提出する。 

 

  2) 請負代金額の変更請求時に提出できない場合は、(4) 1)により提出する。 

 

  3) 証明書類（資料）には、納品書・請求書・領収書のほかに、別紙－３－１～３に定める資料

を含むものとする。 

 

 (4) 工事請負契約書第 25 条第 7項に基づく協議は書面により行うものとし、次のとおりとする。 

  1) 受注者が請負代金額の変更請求時に、証明書類等の提出が出来なかった場合 

    受注者が、「請負代金額変更請求額計算書（別紙－２）」に、証明書類（資料）を添えて、書

面により協議するものとする。（様式－３） 

 

  2) 受注者が請負代金額の変更請求時に、証明書類等を添えて請求した場合 

    発注者が、証明書類等をもとに対象となる品目、規格、数量等を決定し、書面により協議す

るものとする。（様式－４） 

 

 (5) 受注者が上記(3) の規定によらず、必要な証明書類を提出しないことにより、各対象材料につ

いて上記６ に規定する確認ができない場合は、当該対象材料を単品スライド条項の対象とはし

ないものとする。 

 

 (6) 発注者は上記(4) の協議が成立したときは、受注者に変更請負代金額及びスライド変更額を通

知するものとする。（様式－５） 

   ただし、協議開始の日から 14 日以内に協議が整わない場合には、発注者が定め、受注者に通知

する。 

 

 (7) 単品スライド条項に伴う契約変更は、原則として、精算変更時点で行うものとする。 

 

(8) 単品スライド条項以外の要因による変更に伴う契約変更を、精算変更時点に行う場合は、当該

設計変更を優先するものとし、次に単品スライド額の算定を行い、契約変更を行うものとする。 

 

(9) 前年度からの継続または繰越した場合で、工期が 12 ヶ月以上となる工事において、全体スライ

ド条項の規定に基づく請負代金額の変更請求も併せて行われた場合は、次のとおりとする。 

  1) 全体スライド条項の適用は、残工事がある場合で、かつ、残工事の工期が全体スライド基準

日から 2 ヶ月以上あること。 

 

  2) 契約締結から 12 ヶ月を経過した時点で、全体スライド条項の規定に基づく請負代金額の変更

請求があった場合は、その時点で全体スライド条項のみに基づく契約変更を行うものとし、単

品スライド条項に基づく契約変更は、上記(7) の規定により行うものとする。 

 

 3) 国債工事等の数年度にわたる工事であって、翌年度以降も継続する場合は、全体スライド条

項適用対象工事の確認時期を、契約締結から 12 ヶ月経過時点、その時点で対象外の場合は、次

の 4 月及び 10 月など設計単価の定期改定時もしくは基準改定時とし、対象となった場合は、前

項の規定に基づく契約変更を行うものとする。 
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（10）年度毎に完済部分検査を行う複数年に跨がる維持工事の場合は、各年度末に単品スライド条項

を適用することも可とする。 

 

 

８ 部分払時の取扱い 

(1) 本基準の施行後に、工事請負契約書第 37 条第 3項の規定に基づき、部分払のための出来形検査

を受注者が請求する場合において、当該出来形部分についても単品スライド条項の適用対象とし

たい希望がある場合には、当該検査請求時に「今回、請求する出来形検査の範囲については、単

品スライド条項の適用対象とすることを併せて請求します」と併記するものとする。（様式－６） 

 

(2) 受注者から前項の規定による請求があったときは、発注者は当該検査完了後に、「出来形検査に

係る既済部分は工事請負契約書第 25 条第 5 項の適用対象とする」旨を通知するものとする。（様

式－７） 

 

(3) 前 2 項の規定を適用した場合、それ以降の残工事における部分払いのための出来形検査にあっ

ては、必然的に単品スライド条項の適用対象となる。 

 

 (4) 本基準の施行後に、工事請負契約書第 38 条に規定する部分引渡しがある場合において、指定部

分に係る工事完了までの残工期が 2 ヶ月以上ある場合に限り、当該部分引渡しに係る工事部分に

ついて、単品スライド条項の適用対象とすることができる。 

この場合、「指定部分に係る工事完了日」を「工期末」と読み替えて適用する。 

 

(5) 前項の規定により単品スライド条項を適用した場合であっても、それ以降の残工事について単

品スライド条項を適用することはできる。 

 

 

附 則 

 (1) この運用基準は、平成 20 年 7 月 7 日より施行する。 

   平成 20 年 8 月 8日の改定は、様式等の整備に伴う変更手続き条項の補足である。 

   平成 20 年 9 月 19 日の改定は、対象材料の拡大に伴う条項の追加である。 

   平成 21 年 1 月 14 日の改定は、アスファルト類の追加、単価・数量算定方法について語句の修

正及び補足である。 

      令和 4 年 1月 12 日の改定は、算定式における消費税率及び語句の更新、様式類への受注者の押

印廃止であり、制度自体の改定はない。 

   令和 4 年 6月 30 日の改定は、令和 4年 6 月 30 日以降に工事請負契約書第 26 条第 5項に係る請

求が行われたものから適用する。対象材料の追加及び対象品目毎に整理。スライド額算出に実購

入金額使用を可能とした。各対象材料の搬入等の月及び数量の確認方法について追記。請負代金

の変更手続きについて追記。 

 

(2) 本基準の施行（平成 20 年 7 月 7 日）にあたり、暫定処置として、工期の末日が平成 20 年 9 月

30 日以前である工事については、上記１(5) の規定中「残工事の工期（部分引渡しに係る残工事

部分の工期も含む。）が、単品スライド条項に規定する請負代金額の変更請求から 2ヶ月以上ある

場合に」とあるのは「単品スライド条項に規定する請負代金額の変更請求は、工期満了前であっ

て、かつ、平成 20 年 7 月 30 日までに」とする。 
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(3) 本基準の改定（平成 20 年 9 月 19 日）にあたり、暫定措置として、工期の末日が平成 20 年 12

月 31 日以前である工事については、単品スライド条項に規定する請負代金額の変更請求は、当該

請求の際に残工期が 2ヶ月未満であっても、工期満了前であって、かつ、平成 20 年 10 月 31 日ま

での場合は、適用できるものとする。 

 

(4) 前 2 項の規定において、本基準の施行の日から請負代金額の変更請求の日、協議開始の日、協

議に要する日数及び契約変更成立の日までが、工期末日を超えると予想される場合は、工事請負

契約書第 54 条に規定するその他の協議事項に基づき、受発注者協議のうえ、同第 23 条の規定に

基づく工期の変更（延期）を行うことができるものとする。 

   ただし、この場合の工期の延期期間は、請負代金額の変更請求の日から 2 ヶ月を限度とする。 

 



＜　別　紙　＞

・主要な工事材料

対象品目 対象資材 備考

燃料油 軽油、ガソリン、混合油、重油、灯油 潤滑油は対象外

骨材類 砂利、砂、栗石、砕石等

木材類
丸太材、杭材、角材、割材、板材、合板、松矢板
等

法面保護用材類 芝類、土壌改良材、繊維ネット、肥料等

塗料類 錆止め塗料、シンナー、中塗・上塗塗料

電気・通信用材料 電線、ケーブル類、安定器、ランプ、配線器具等

非鉄金属は含ま
ない、賃料・損
料も対象

注：上記の対象品目以外の材料の単品スライド条項適用にあたっては、整備企画課と 協議のう
え、受発注者協議して定めるものとする。
単品スライドの対象品目は、上記の対象品目毎（「鋼材類」「燃料油」「骨材類」「生コンク
リート」等）に対象工事費（請負工事費）の1.0％を超える必要があります。

鋼材類

PHC杭、ブロック類、L型擁壁、側溝類、蓋板
類、フリューム類、ボックスカルバート、集排水
桝、推進管類、外圧管類

アスファルト混合物、ストレートアスファルト、
アスファルト乳剤

生コンクリート、モルタル、セメント、特殊コン
クリート

形鋼、異形棒鋼、厚板、鋼矢板、鋼管杭、PC鋼
線、ライナープレート、鉄鋼二次製品、ガード
レール、落石・雪崩防止材等

セメント・コンクリート製品
類

塩ビ管類

アスファルト混合物類

生コンクリート

塩化ビニル管類、ポリエチレン管、FRPM管、継
手材等

そ
の
他
の
材
料


